
本工法は、大断面のトンネルを建設するのに、小断面のトンネルを積み重ねるように分割して掘進後、

鋼殻の内部に躯体を構築します。トンネルの鋼殻を本体構造物の鋼材として利用することで、経済性を

追求できます。

研究の目的

小断面トンネルは、隣接するトンネル間にガイドを設けて掘進します。このため、トンネル間には数

cmの隙間が生じます。鋼殻同士をボルト接合することで本体利用は可能ですが、地下水圧の高い地盤

では困難な場合があります。この場合、隙間があることを前提に、せん断補強鉄筋を配置するだけの

構造を提案します。

技術の説明

実験により、想定する耐力を有すること、FEMによる解析と近似していることを確認し、設計モデル

に反映できることを確認しました。
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トンネル間のプレートを撤去し，鉄筋を配置する 鋼殻を本体構造物の一部として利用

トンネル間の隙間に補強鉄筋を配置する 曲げ性能確認実験状況
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